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大切なワンちゃん、ネコちゃんのために

わかって、いっしょに、スキンケア

犬猫用

当院へお気軽にご相談ください。　

どうぶつの皮膚バリア機能
＆被毛の健康科学

飼い主様向け

145 ＋ 148 ＋ 148 × 210 ミリ　【表面】

乾燥はタオルドライを中心に行います。乾かし過ぎる
とかゆみの原因になることがあるため、皮膚炎があ
る場合は、皮膚が多少しっとりしている程度にとどめ
て、残った水分は室内で自然乾燥させます。長毛でド
ライヤーを使用する場合は、手で被毛や皮膚の温度
を確認しながら、皮膚が温まりすぎないよう注意して
ください。

乾燥はやさしく

［成分］　
■アマニ油（多価不飽和脂肪酸オメガ-3、オメガ-6）■ブドウ
種子油（オメガ-6）■必須アミノ酸（オートムギタンパク質、
小麦タンパク質）■緑茶抽出物■ビタミンA■ビタミンD3
■トコフェロール酢酸エステル（ビタミンE誘導体）■プロビ
タミンB5（DL-パンテノール）ほか

必須脂肪酸、必須アミノ酸、プロビタミンB5（DL-
パンテノール）、緑茶エキスなど、皮膚バリア機能
のメンテナンスと、艶やかで美しい被毛づくりの双
方に有益な成分を含有する、動物専用スキンケア
製品です。

必須脂肪酸、必須アミノ酸、プロビタミンB5（DL-パンテ
ノール）、緑茶エキスなどの有益成分の効果を皮膚、被毛
で持続させます。
ダメージを受けた被毛のケアから、艶やかで美しい被毛
づくりに最適です。EFAシャンプーとあわせて使うこと
で、皮膚バリア機能と、被毛の健康を総合的にサポートし
ます。

エファ スキンコントロール
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エファ スキンコントロール シャンプー

皮膚、被毛についた汚れ、アレルゲンを洗い流すとともに、
必須脂肪酸、必須アミノ酸、ほか皮膚バリア機能のための
有益成分を皮膚と被毛に届けます。
ドライスキン、皮膚の弱い子の皮膚状態維持管理に最適
な低刺激性動物専用シャンプーです。

エファ スキンコントロール コンディショナー

フルーティーな
ネクタリンの香り

［使用上の注意］ 使用中、刺激や赤み等の異常が認められたときは使用を中止し、専門医の診察を受けてください。
 手肌が敏感な飼い主様は、手袋を着用しての使用をおすすめします。
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EFA Skin Control Shampoo
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EFA Skin Control Shampoo 

EFA Skin Control Conditioner

犬のスキンケア情報サイト

inu care time



■皮膚断面のイメージ ■健康な表皮・角質層のイメージ

動物の皮膚の仕組み ～角質層の役割～
ヒトや犬・猫など、動物の皮膚には「角質層」という部分があり、病原菌、アレルゲンなどの
外部刺激から身体を守ると同時に、皮膚内部の水分蒸発を防いでいます。
これは「バリア機能」と呼ばれる重要な働きで、健康な皮膚を保つためには、角質層が常に
十分な水分を保持していることが不可欠です。

わかって、いっしょに、スキンケア ［どうぶつの皮膚バリア機能＆被毛の健康科学］

健康な皮膚のためには、細胞間脂質（セラミド）の元となる「オメガ-6」
などの不飽和脂肪酸や必須脂肪酸、天然保湿因子となるアミノ酸、ビタ
ミン類などを補うことが重要です。不飽和脂肪酸・必須脂肪酸、アミノ
酸は皮膚や毛にやさしく、有益なスキンケア成分として注目されており、
ヒト用のスキンケア製品にも広く使用されています。

バリア機能障害による
皮膚疾患

健康な皮膚のための
①皮脂膜
②天然保湿因子の供給源フィラグリンの形成
③角質細胞間脂質を構成するセラミドの量・質
に異常がある動物では、皮膚から水分が蒸
発しやすく、同時に細菌、アレルゲンなどの
刺激が侵入しやすくなっています。この状態
は と呼ばれ、アトピー性皮
膚炎、細菌（ブドウ球菌など）の増殖による皮
膚疾患（膿皮症）の動物に多く見られます。

■水分の不足した角質層のイメージ

日常的なスキンケアで健康な皮膚を保つ

バリア機能障害があると

動物のスキンケアとしては、シャンプーとコンディショナーを正しく
使って、汚れやアレルゲンを洗い流し、同時に水分や、健康な皮膚に必
要な物質を効果的に補うことが、バリア機能の維持に有効です。皮膚
炎の場合では、スキンケアを上手に行うことで、炎症を抑えるお薬の量
を少なくできる場合もあります。

細菌、アレルゲンなどの
刺激が侵入しやすい  
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  健康な皮膚のための角質層の3大要素

①皮脂膜 皮脂が膜のように皮膚表面を覆うことで、水分の蒸発を防ぎます。

②天然保湿因子（フィラグリンにより供給） 吸湿作用があり、水分をつかまえて放しません。

③角質細胞間脂質（セラミドなど） 天然保湿因子がつかまえた水分を閉じ込めます。

主毛副毛脂腺アポクリン汗腺 毛包

表皮

皮下組織

真皮

犬のアトピー性皮膚炎の発症、悪化の一因となります。
アトピー性皮膚炎では、かゆみにより掻いたり、舐めたり
することで、被毛が裂ける（裂毛）、抜けるなどし、また皮膚
には掻き傷など外傷による病変を起すこともあります。慢
性化すると、皮膚が厚くなったり（苔癬化）、黒ずんだり（色
素沈着）します。

感染性の皮膚疾患にかかりやすくなります。
細菌（ブドウ球菌など）の増殖による皮膚疾患（膿
皮症）や、マラセチアという真菌の関与が考えられ
ている皮膚疾患（マラセチア皮膚炎）にかかりやす
くなります。

角質細胞間脂質（セラミドなど）の
はたらきにより、角質細胞がすき間
無く並んでいます。

プロフィラグリンは、角化とともに
フィラグリンに分解され、さらに角
質上層で分解され、天然保湿因子
（NMF)となります。

リンパ球

表皮細胞

肥満細胞
ヒスタミンなどを放出
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皮脂膜

洗う前にブラッシングを
保湿成分を皮膚に届きやすくし、シャンプー後の毛玉を防ぎます。

まずはしっかり濡らしてください
ぬるま湯または水のシャワーで、表面についた汚れを軽く洗い流し
ましょう。シャンプー前に予洗いすることで、保湿成分がより皮膚に
届きやすくなります。かゆみがある場合は、低温のぬるま湯または
水のご使用をおすすめします。水で皮膚を冷やす「クーリング」は、
かゆみを減らす効果もあります。

やさしく泡立てます
シャンプーを手になじませて、動物の身体の上でやさしく泡立てて
ください。強くこすると、皮膚を傷つけてしまうので注意しましょう。

ていねいに洗い流します
ぬるま湯または水のシャワーで、泡が無くなるまで洗い流してください。このとき、泡立てた
シャンプーを少し時間を置いてからすすぐと、有効成分がよりよく浸透します。

コンディショナー（保湿剤）を塗布します
シャンプー後、軽く被毛の水気を切ります。動物の皮膚が水分を含
んでいるうちに、コンディショナーを手に取りなじませ、やさしくマッ
サージしながら、皮膚まで届くように塗りこんでください。有益成分
を皮膚に浸透させるために、3～5分ほど時間を置いてから十分にす
すぎ流してください。

シャンプー・コンディショナーを使った
スキンケアの手順

動物の身体をシャンプーで洗うことで、皮膚に水分を補った後（皮膚の水和）、コン
ディショナーで、水分が皮膚から蒸発しないよう油分や保湿成分を補います。コン
ディショナーは皮膚が濡れた状態で使うことがポイントです。

保湿は大切なスキンケアです
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EFAスキンコントロールコンディショ
ナーは、美しい毛並みに効用のあるオ
メガ-3・オメガ-6脂肪酸を含んでいます。
健康で美しい被毛は、動物の身体を守
る器官としての役割だけでなく、動物と
暮らす大きな喜びのひとつでもありま
す。美しい“被毛づくり”もスキンケアの
大切な目的と言えるでしょう。

艶やかで美しい被毛のために
■保湿作用イメージ オメガ-3・オメガ-6脂肪酸が

被毛を艶やかに美しくコートします。

コンディショナーが
油分、保湿成分を補い
水分の蒸発を
防ぎます。

EFA Skin Control Shampoo
Conditioner

［バリア機能障害］


